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   From the Department of Urology, Nara Medical University
   A case of metastasis to the penis and the urethra from superficial bladder tumor of transitional 
cell carcinoma (TCC), grade 3 is reported. 
   A 52-year-old male patient was diagnosed to have TCC of the urinary bladder (grade 3, stage 
pTla) in May, 1985 and was treated initially with transurethral resection followed by adriamycin 
(ADR) instillation. 
   In February, 1986, urethroscopy showed a papillary tumor in the cavernosal urethra and a meta-
static tumor was noted in the corpus spongiosum penis. Biopsy of urethral tumor revealed TCC, 
grade 3. Therefore partial urethrectomy with resection of penile tumor was performed. 
   Although the patient underwent combination chemotherapy involving CAP (cisplatin+ADR 
+cyclophosphamide) and M-VAC (methotrexate+vincristine+ADR+cisplatin) regimens, local 
lesion and metastatic lesions progressed, and he died in June 1986, 20 days after emasculation. 
   The management of superficial bladder tumor with TCC, grade 3 was reviewed and discussed 
here. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 35: 1055-1059, 1989) 







患 者152歳,男 性,会 社 員(ID15-4383-1)
初 診=1985年3月22日
主訴1無 症 候 性 血 尿
家 族歴;特 記 す べ き こ とな し
既 往歴:30歳,十 二 指 腸 潰 瘍 に て 内服 治療
現病 歴 ・1984年6月頃 よ り無 症 候 性血 尿 が 出現 し,
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陰茎 は血 流 量 が 比 較 的 豊 富 に もか か わ らず,転 移 性
陰 茎 腫瘍 の報 告 は稀 で あ る,1870年Ebcrth】)が初 め
て報 告 して 以来,欧 米 ではHaddadら2)に よる と209
例 の うち,膀 胱 原発 が73例(34%)と 報告 され て い る
が,本 邦 報 告 例 は教 室 の 堀 井 ら3)の集 計 では,転 移 性
陰 茎 腫瘍 は75例あ り,そ の うち膀 胱 原 発 は25例で,自
験 例 は 本邦 の26例目に あた る.
転移 経 路 に 関 して はAbeshouseら4)は可 能性 の あ




げ てい る,膀 胱,前 立 腺 あ る いは 直 腸 が原 発 巣 の場
合,こ れ らの 臓 器 が陰 茎 海 綿 体 の脚 お よび 尿 道 海 綿 体
の 会陰 側 に 接 し て い る こ とか ら,腫 瘍 のdirectex-
tensionが最 も一 般 的 な 転移 経 路 と して 考 え られ る.
しか し,転 移 性 陰 茎 腫 瘍 を組 織 学 的 に 検索 し て み る
と,原 発 巣 との 連続 性 が な く,散 在性,孤 立 性 に 硬 結
を認 め る こ と が あ り,こ の点 に つい てAbeshouse
ら4),三品 ら5)はretrogradevenoustransplanta-
tionを転 移 性 陰 茎 腫 瘍 に 有 力 か つ 特 有 な転 移 経 路 と
して い る.自 験 例 で は,TUR-Bt施 行 時 に 外 尿 道 口
よ り約4cmの と こ ろに狭 窄 がみ られ,TUR-Btに
際 し金 属 ブ ー ジ ーに て 尿道 拡 張 術 を 行 って い るが,そ
の 狭窄 部 に一 致 して 尿 道腫 瘍 の発 生 と陰茎 転移 を 認 め
て い る こ とか ら,転 移 経 路 と し て はinstrumental
spreadが最 も考 え られ る.し か し,陰 茎 腫 瘍 の病 理
組 織 学 的 にmicro-vascularに腫 瘍 塞 栓 を 認 めた こ
と,尿 道 腫 瘍 とは肉 眼 的 に も病 理 学 的 に も連 続 性 を 欠
い て い た こ と よ りretrogradevenoustransplanta-
tionかdirectarterialdisseminationによる こ とも
考 え られ る.
転 移 性 陰茎 腫瘍 の臨 床 像 と して は,原 疾 患 の 臨床 症
状 の ほ か に,転 移 巣 の局 所 症 状 と して,片 側 また は 両
側 の陰 茎 海 綿 体 の結 節 性 病 変 が 発 生す る こ とが 多 く,
原発 性 陰 茎 腫 瘍 に み られ る よ うな 孤 立性 で,尿 道 海 綿
体 や亀 頭,包 皮 に 初 発す る こ とは まれ で あ る.初 期 に
は 無 痛性 の もの が 多 く,腫 瘍 の浸 潤 に と もな い,激 し
い落 痛,陰 茎 全 体 の 腫脹,排 尿 痛 や 排 尿 困 難,さ らに
はmalignantpriapismとい わ れ る 半 勃起 状 態 を 呈
す る.自 験 例 も陰 茎 腹 側部 の硬 結 に 始 ま り,排尿 困難,
malignantpriapismを呈 した,
膀胱 原発 の転 移 性 陰 茎 腫瘍 に対 す る有 効 な 治療 につ
いて の 報告 は少 ない.最 近,膀 胱 移 行 上 皮 癌 に対 す る
MTXを 主 体 と す る 多剤 併 用 化 学 療 法 の 有 効性 が注
目されMatthewinanら6)はMTX,CDDPな どの
化 学 療 法 に 反応 す る場 合 に 手 術療 法 を 併 用 す れ ば 良 い
成 績 が 得 られ る と報 告 して い る.今 回,わ れ わ れ は 本
症 例 に 対 し て 多 剤併 用 化 学 療 法 と し てCAP療 法 を
施 行 した が効 果 が み られ ず,さ らにM-VAC療 法 を
追 加 した が 無 効 で あ った.
一 般 に 表 在性 膀 胱 癌 は 浸潤 癌 に 比 し て 予 後 が 良 好
で,主 と してTUR-Btに て 膀 胱 保 存 的 に 治療 され る
ため,術 後 の 繰 り返 す 再 発 が 問 題 とな って くる.諸 家
の報 告 に よ る と,表 在 性 膀 胱 癌 の46～71%に再 発 がみ




トグラムの測定やABH抗 原の消長 な どに よる方
法が報告されてい るが12,13),未だ十分でないの が現





































験したの で,若 干の文献的考察を加えて報告 した.
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